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定ナースの実践によって患者の満足度が高まる
ことが認められている。
　この連載では、代替療法などの特別なテク
ニックを紹介するということではなく、主に看
護管理者が今の病棟でも提供できるような癒
しの取り組みを紹介することを通じ、ホリス
ティックナーシングについて紹介していく。

医療や看護を取り巻く現状

　ホリスティックナーシングについて考える前
に、医療や看護を取り巻く現状について、筆者
が気になる点を２つあげる。
　まず一つは、効率化である。私たちは、効率
的に仕事を進めるために、物事を分析し、実態
を客観的かつ具体的に把握することが必要であ
ると考える。しかしその裏で、知らず知らずの
うちに失ってしまっている大切なものはないだ
ろうか？　特に人間と深くかかわる看護師の仕
事には、文字にならないたくさんのことが含ま
れているが、それらを効率化の名の下に排除す
るのではなく、きちんととらえていくためには、
どのようにアプローチをしていけばよいのだろ

うか。
　もう一つは、技術に駆り立てられて仕事をし
ている姿である。『存在と時間』を著したドイ
ツの哲学者ハイデッガー＊１は、「便利な科学技

連載について

　ホリスティックナーシングとは、身体・心・
魂の統合された存在として人間をとらえ、看護
することによって、人々の統合性をより高め、
癒しをもたらすことを目的としている。
　近年、医療費削減のため業務の効率化が叫ば
れ、看護の標準化や危機管理が求められるなか
で、病む人の療養場所であるべき病院がホスピ
タリティを見失いがちな現状がある。米国では
ホリスティックナーシング協会が、環境を整え、
癒しのコミュニケーションやケアを提供するホ
リスティックナースの認定を行なっており、認

＊１：  マルティン・ハイデッガー（Martin Heidegger、1976 年 5 月
26 日没、享年 86 歳）。ドイツの哲学者。その主著が未完のま
まの『存在と時間』。これはギリシャ哲学以降の西洋哲学の通
念を覆し、存在の意味を問うたもので、最も難解な哲学書とも
いわれる。リスティックナースの認定を行なっており、認 いわれる。
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術が、人々を駆り立てる」と指摘し、「仕事場
においても、個人の生活においても、新たな科
学技術が開発されれば、人々は、その技術（産物）
を購入するために働き、使いこなすために学び
直し、使うことで新たなトラブルに遭遇し、ま
るでイタチごっこのように駆り立てられた生活
を強いられていくのだ」１）という。いつまでたっ
ても満たされることがなく、ストレスと疲れが
蓄積されていく現代人の姿そのものである。
　こうした現象は個人の生活においても、医療
の場においても表れてくる。人々は技術の進ん
だ医療サービスに過剰な期待を寄せ、満足する
ことのない医療ニーズを投げかけてくる。 

全体をとらえる（知る、あるいは
感得する）ことの難しさ

　私たちは、科学的な分析技術を手に入れたこ
とで、対象を細分化し＜要素＞に注目した見方
だけで、物事を理解できたと思ってしまうこと
が多いのではないだろうか。そうしたことに陥
らないために、物事の本質をとらえる視点をも
つことが必要である。
　認知心理学の図地反転図形として有名な「ル
ビンの壺」（図１）は、だれもが一度は見たこ
とがあると思う。図１でいえば、黒い部分を＜
図（要素）＞と認識すると、白地は＜地（場あ
るいは環境）＞としてしか認識されず、逆も同
様である。共通の境界をもつ２つの領域は、決
して同時に両方を見ることができないことを示
している。このように全体をすべてとらえるこ
とは難しいのである。 
　本稿ではその視点をもつためのスキルであ
る、ホリスティックナーシングについて考えて
みたい。筆者の所属している日本ホリスティッ
クナーシング研究会（Japan Holistic Nursing 

Association：JHNA）（以下、研究会）はホリ
スティックナーシングを、「人間の存在を、か
らだ（body）・こころ（mind）・霊性（split）
を包括し、社会や自然環境との調和（関係）の
なかで生きている全体的＝ホリスティックな存
在としてとらえ、ケアする看護である２）」と定
義している。
　ここには重要なことが２点含まれている。一
つは、「人間のとらえ方」の見直しである。現
在は人間を分析し、要素に分断してとらえるこ
とが一般的であるが、研究会では、まずは丸ご
と（全存在をあるがままに）とらえるという視
点への見直しが必要だとし、そのうえでのホリ
スティックな技の探求を進めている。
　もう一つは、とかく人間中心的な考えに陥る
ことによる近視眼的な見方を避けて、本当の生
命のあり方を追求するために、人間を環境との
つながりのなかでとらえ直すという視点であ

図１◦�ルビンの壺
出典／田中一彦,�長田久雄編：新体系看護学全書�基礎科目�心
理学,�メヂカルフレンド社,�2006,�p.25.�

②図と地の反転
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